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バ イ オ
ジェット燃料

一
貫
製
造
２
技
術

パ
イ
ロ
ッ

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分

場
で
は
生
ご
み
な
ど
有
機
物

を
主
に
埋
め
立
て
て
い
た

が
、
有
価
物
回
収
の
た
め
の

ご
み
分
別
が
進
む
と
と
も

に
、
ご
み
減
量
化
の
た
め
中

間
処
分
場
で
焼
却
処
理
し
た

後
の
焼
却
灰
（
主
灰
、飛
灰
）

が
持
ち
込
ま
れ
る
割
合
が
増

え
て
い
る
。

焼
却
灰
に
は
多
く
の
塩
類

が
含
ま
れ
て
い
る
。
降
雨
で

洗
い
流
さ
れ
た
後
に
出
て
く

る
浸
出
水
の
塩
類
は
海
水
の

濃
度
に
近
く
、
塩
害
や
農
業

用
水
な
ど
の
放
流
基
準
に
適

合
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ

る
。
ま
た
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な

ど
気
候
変
動
に
対
応
し
人
工

的
に
散
水
し
て
浸
出
水
量
を

制
御
す
る
屋
根
付
き
の
最
終

処
分
場
も
多
く
、
浸
出
水
を

脱
塩
処
理
し
て
循
環
利
用
し

た
無
放
流
型
の
処
分
場
も
増

え
て
い
る
。

脱
塩
処
理
し
た
後
の
塩
類

の
濃
縮
水
は
乾
燥
機
で
乾
か

し
乾
燥
塩
と
し
て
回
収
す
る

が
、
長
期
保
管
が
難
し
い
。

最
終
的
に
は
廃
棄
物
と
し
て

専
門
業
者
に
処
分
を
委
託
す

る
し
か
な
く
、
燃
料
代
や
保

管
、
処
分
費
用
の
削
減
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

エ
コ
次
亜
は
処
分
場
由
来

の
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

で
、
市
販
品
と
区
別
す
る
た

め
福
岡
大
学
樋
口
壯
太
郎
教

授
が
提
唱
。
水
ｉ
ｎ
ｇ
は
エ

コ
サ
ニ
ー
の
商
標
で
展
開
し

て
い
る
。

開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
は
、

塩
類
の
濃
縮
水
を
電
気
分
解

し
て
エ
コ
次
亜
を
生
成
す

る
。
独
自
の
電
極
構
造
を
採

用
す
る
と
と
も
に
、
キ
レ
ー

ト
処
理
で
電
極
に
付
着
し
悪

影
響
を
及
ぼ
す
ス
ケ
ー
ル
と

な
る
カ
ル
シ
ウ
ム
分
を
徹
底

的
に
除
去
す
る
こ
と
で
浸
出

水
に
対
応
し
た
。
電
解
設
備

は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
手
間
が

か
か
ら
ず
、
目
詰
ま
り
も
な

い
無
隔
膜
方
式
を
採
用
し
、

隔
膜
を
使
う
他
社
の
シ
ス
テ

ム
と
差
別
化
し
て
い
る
。

松
山
市
は
２
０
１
６
年
３

月
か
ら
１
年
間
、
横
谷
埋
立

セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
た
シ
ス

テ
ム
で
生
成
し
た
エ
コ
次
亜

を
市
内
の
下
水
処
理
施
設
で

あ
る
西
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
で

消
毒
剤
と
し
て
利
用
す
る
実

証
を
進
め
て
き
た
。
こ
の
結

果
、
乾
燥
塩
と
し
て
保
管
、

処
分
す
る
場
合
に
比
べ
て
、

３
割
以
上
の
コ
ス
ト
を
削
減

で
き
る
め
ど
が
得
ら
れ
た
た

め
、
本
格
稼
働
を
開
始
し

た
。水

ｉ
ｎ
ｇ
は
全
国
１
２
０

０
カ
所
の
最
終
処
分
場
の
う

ち
２
１
０
カ
所
に
浸
出
水
処

理
や
脱
塩
処
理
な
ど
の
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い

る
。
最
終
処
分
場
の
新
増
設

は
一
般
廃
棄
物
だ
け
で
毎
年

１５
件
前
後
あ
り
、
民
間
を
含

め
た
産
業
廃
棄
物
を
合
わ
せ

同
２０
件
近
く
計
画
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
農
業
用
水
、

河
川
の
清
流
に
放
流
す
る
山

間
部
の
処
分
場
や
、
無
放
流

型
の
最
終
処
分
場
を
中
心
に

提
案
す
る
。

今
回
は
、
管
轄
が
異
な
る

最
終
処
分
場
（
環
境
省
）
と

下
水
処
理
場
（
国
土
交
通
省
）

が
連
携
し
て
エ
コ
次
亜
を
利

用
す
る
�
松
山
方
式
�
だ

が
、
最
終
処
分
場
の
併
設
が

多
く
、
環
境
省
が
管
轄
す
る

し
尿
処
理
場
で
の
利
用
な
ど

新
た
な
用
途
も
開
拓
す
る
な

ど
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

い
く
。

水
ｉ
ｎ
ｇ
は
、
最
終
処
分
場
（
埋
め
立
て
処
分
場
）
か
ら

排
出
さ
れ
る
浸
出
水
を
脱
塩
処
理
し
た
後
の
濃
縮
水
を
電
気

分
解
し
て
消
毒
剤
に
使
わ
れ
る
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

（
エ
コ
次
亜
）
を
生
成
す
る
シ
ス
テ
ム
の
普
及
を
進
め
る
。

濃
縮
水
を
乾
か
し
て
乾
燥
塩
と
し
て
保
管
し
た
後
、
廃
棄
物

と
し
て
処
分
す
る
場
合
に
比
べ
、
乾
燥
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
保
管
・
処
分
の
コ
ス
ト
を
大
幅
に
削
減
で
き
る
。
こ
の

ほ
ど
愛
媛
県
松
山
市
で
国
内
初
と
な
る
同
社
第
１
号
案
件
が

本
格
稼
働
し
た
。今
後
も
年
間
１
〜
２
件
の
受
注
を
目
指
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技

術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ
）
は
、
バ
イ
オ
ジ
ェ
ッ
ト

燃
料
の
一
貫
製
造
プ
ロ
セ
ス

の
技
術
開
発
に
着
手
す
る
。

Ｉ
Ｈ
Ｉ
が
開
発
中
の
微
細
藻

類
や
、
東
洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
な
ど
が
研
究
を
進
め
て

い
る
木
く
ず
由
来
の
バ
イ
オ

ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
技
術
開
発

２
テ
ー
マ
を
採
択
し
た
。
今

後
、
１
万
平
方
�
規
模
で
検

証
試
験
を
行
い
、
航
空
分
野

に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２

削
減
を
図

り
２
０
３
０
年

頃
の
商
用
化
を

目
指
す
。

バ
イ
オ
ジ
ェ

ッ
ト
燃
料
は
Ｃ

Ｏ
２

削
減
の
切

り
札
と
し
て
、

航
空
業
界
で
世

界
的
に
導
入
機

運
が
高
ま
っ
て

い
る
。
ま
た
、

微
細
藻
類
の
大

量
培
養
技
術
で

安
価
に
回
収
す

埋
立
地
浸
出
水
か
ら
エ
コ
次
亜

松
山
で
１
号
案
件
稼
働

水
ｉ
ｎ
ｇ

本格稼働を開始した松山市横谷埋立
センターのエコ次亜生成システム

下
水
処
理
の
消
毒
剤
に

従来、濃縮水は乾燥させ、
取り出した塩類を保管、廃
棄処分していた。エコ次亜
を生成することで廃水処理
設備などで有効利用できる

Ｉ
Ｈ
Ｉ
の
微
細

藻
類
由
来
と
東

洋
エ
ン
ジ
な
ど

の
木
く
ず
由
来

の
２
テ
ー
マ
を

採
択
し
た
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